
上谷の丘 
 

「自分も他者も大切に、聞いて考え行動し、挫けずやり抜く子どもを育てる学校」 

  

今月は、子供たちに「人のために行動したり働いたりするよさ」、ボランティアについて話を

しました。 
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○ 当たり前にしているそうじですが、「どうして そうじを しているのでしょうか」 隣の人と考えを聴き

合ってみましょう。 

○ 「よごれているから」「きれいなほうがいいから」と考えた人はいましたか。ゴミがなくきれいなのが

いいですね。でも、普段、ゴミが落ちているまま勉強してませんか。人が捨てたゴミだから関係ない

し、拾わなくてもいいって思ってませんか。「そうじのじかんがあるから」という理由を考えた人もい

ませんか。掃除の時間があるから掃除しているということですよね。じゃあ、掃除の時間がなかった

ら、掃除はしませんか。「きれいにするときもちいいから」と考えた人はいましたか。確かに、掃除を

した後は、きれいになるしスッキリしますね。でも、掃除なんて面倒くさくないですか。どうですかみな

さん。「じぶんが学校をつかっているから」と考えた人はいませんか。お家でも言われませんか。「自

分で使ったものは元の場所にもどしましょう」と。「みんなが使う場所だから」という理由の人はいま

せんか。そうですね、みんなのため、人のために働くことができるといいですよね。でも、思っていて

もなかなか行動にできないのも人間ですね。 

○ 次は、この人たち「見守り隊」です。石渡さん、栗原さん、松澤さん、他にも多くの方々がいらっしゃい

ます。見守り隊の方々はどうして十年、二十年、三十年と見守り続けていると思いますか。「こどもか

ら元気をもらえるから」「あいさつが返ってくると嬉しいから」と仰っている方もいました。「褒め

るとみんなきちんとルールを守って、成長するから」「毎朝、歩いていると健康になるから」と仰

っている方もいました。ただ、共通していたのが「みんなのことを守りたいから」と仰っていました。

だから、あんなに大雨や台風、熱中症になるような暑い日でも送り迎えをしてくださるんですね。 

○ 掃除の話にもどりますが、「どうして、なんのために掃除をするの」と聞いた中で、「掃除をすると、

みんなのためにもなるから、自分もスッキリするし、掃除の時間がある方がよいと考える人が多

いのかもしれないですね。また、みんなのため、ひとのため」と考える人もいましたね。  

○ そして、他にも「みんなのために」していることありますよね。クラスで・・・５・６年生は学校で・・・ 

（クラスの係活動や学校の委員会活動） 

○ こういう風にみんなのため、人のために自分がやろうと思ったことを行動にすることを「ボラン

ティア」といいます。 

○ １・２年生には少し難しいですが、ボランティアという言葉は、英語より古い言葉のラテン語のボランタ

スという言葉から生まれ、自由な心、自由な心構えという意味でした。そして、フランス語の「喜びの

心」という意味のヴォロンテという意味も含むようになります。 

○ だから、人の喜びのために自分ができることをしようとするのがボランティアというのかもしれません

ね。 

○ さあ、「これからの 学校生活 人のために どのようなことを していこうかっ！？」 

 

◆ 朝会の話を聞いて考えたことを 4 年生、5 年生に書いてもらいました。それらの一部を以下の

URLから見られますので、アクセスしてみてください。 

◆ https://drive.google.com/file/d/1CJMziplJWole6g6L_KrlqXpGTJo6utVU/vie

w?usp=sharing 

https://drive.google.com/file/d/1CJMziplJWole6g6L_KrlqXpGTJo6utVU/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1CJMziplJWole6g6L_KrlqXpGTJo6utVU/view?usp=sharing


【6年生の修学旅行 ～ 栃木県日光市・戦場ヶ原、日光東照宮 ～】 

 

～ みんなで協力して 楽しい修学旅行にしよう ～ 

 １０月２９日３０日、６年生が修学旅行に行ってきました。奥日光は山頂に雪化粧が見られま

したが、この二日間は陽気に恵まれました。 

 戦場ヶ原の散策では、湿原が広がってくると後方に男体山の雄大さを感じることができまし

た。右上の写真は、木道のとある場所です。６年生は一列に並び、小高い山々の谷合に体を向

けています。大友先生の合図に合わせ、２５人が大きな声で「ヤッホ‼」と叫ぶと、子供たちの

きれいな声の塊が辺りに響き渡りました。一瞬でしたが、感動的な体験、大自然を味わえたと

思います。 

 二日目の日光東照宮では、専門のガイドの方の説明を聞きながらいろいろな建築物を回り

ました。写真は、東照宮の代名詞、「陽明門」です。裏手での説明では、豪華絢爛な装飾を施し

完璧ともいえるこの門にあえて一本の柱に逆さ模様を施し未完にした、と言う徳川の考え方

にうなずいている子供も多くいました。 

 ６年生は、上谷小学校の看板を背負い、様々な場所であいさつや節度ある素晴らしい態度で

過ごしてきました。このままでも素敵な６年生ですが、まだまだ伸びしろがあり成長を続けて

もらいたいです。上谷小のリーダーとして、これからも活躍を期待しています。 

 修学旅行にあたり、お子様の健康管理、持ち物等の諸準備にご協力いただきありがとうござ

いました。 


